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県内金融経済環境
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■沖縄県の概要

（出所）沖縄県

自然

面積

約2,276k㎡（国土の約0.6％で
香川、大阪、東京の次に
小さい。本島の18.4％が米軍
基地）

地勢
大小160の島々で構成（有人は
49）

気象

年平均気温は22.7度。年平均
降水量は全国平均を約26％
上回る

人口

人口 約142万人（平成26年3月推計）

世帯 約55万世帯（平成26年3月推計）

合計特殊出生率 1.79人（全国1位 平成21年）

年少人口割合 17.89％（全国1位 平成22年）

人口増加率 0.60％（全国1位 平成22年）

産業

年間観光客数 641万人（平成25年 暦年）

業種別総生産
1次：2.0％ 2次：12.4％
3次：85.5％（平成22年度）

経済成長率予測
1.07％（全国1位 2007～20年
実質平均成長率予測〔日本
経済研究センター〕）

（出所）ＡＮＡ
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日銀短観
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（業況判断ＤＩ：良い-悪い）

全国 沖縄

■県内景気動向（日銀短観）

22年半ぶり4期連続で20を超える高水準

12月
＋24

12月
＋5
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■地価の推移

県内の地価は商業地、住宅地とも上昇

商業地（前年比）
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3/1月 6/1月 9/1月 12/1月 15/1月 18/1月 21/1月 24/1月

全国 沖縄

＋0.5％

-0.5％

住宅地（前年比）
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0.00%
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12.00%

14.00%

3/1月 6/1月 9/1月 12/1月 15/1月 18/1月 21/1月 24/1月

全国 沖縄

＋0.1％

-0.6％

（出所）国土交通省地価公示
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■雇用情勢

完全失業率の推移
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全国 沖縄

5.7％

4.0％

失業率は前年比1.1ポイント低下するなど雇用情勢は改善

（出所）総務省労働力調査
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■将来推計人口

将来推計人口
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全国 沖縄（平成7年＝100）

（出所）平成22年までは総務省国勢調査、平成27年以降は国立社会保障・人口問題研究所の推計結果(平成26年3月）により作成

沖縄県の人口増加は当面続く

ピーク

10年
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■世帯数推計

世帯数推計
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（出所）国立社会保障・人口問題研究所の推計結果(平成26年3月）により作成

世帯数は拡大が続く

ピーク
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■観光

入域観光客数および観光収入の推移(暦年）

4,070
3,904

4,364

3,734
3,905

6,046

5,415
5,650

5,855 5,835

6,413

0
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7,000
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(千人)

0
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(億円)観光収入（右目盛）

入域観光客数

（出所）沖縄県入域観光客統計概況

ＬＣＣ、新石垣空港効果などから入域客数は過去最高を記録

ＬＣＣが15路線就航

平成25年3月、南の島 石垣空港が開港 （
出
所
）
：
石
垣
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ピーチ・アビエーション（7）
那覇⇔台北（2）、那覇⇔関西（3）、那覇⇔石垣（1）、
石垣⇔関西（1）

ジェットスター（5）
那覇⇔成田（4）、那覇⇔関西（1）

バニラエア（3）
那覇⇔成田（3）

＊（ ）内の数字は1日の往復便数

平成26年2月、那覇空港新国際線ターミナル
が供用開始

（
出
所
）
：
那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（出所）沖縄県入域観光客統計概況

4,339
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県内新設住宅着工戸数の推移

2.3 1.0

0.8

1.5

0.9

3.93.42.72.42.32.3

7.5 8.2

7.3

7.5

8.2

10.7

1.8

11.7 11.8

12.7

16.6

10.7

12.3

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20年 21年 22年 23年 24年 25年

（千戸）

持ち家 貸家 分譲等

■建設

住宅着工、公共工事とも大きく増加

（出所）国土交通省

公共工事請負額の推移
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464 554 525
656
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849

812 886

1,022

189

252

166 193

226

967
849

762

813
860
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148

2,852

2,337 2,376

2,545

2,240

2,667

0

500

1,000
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2,000

2,500

3,000

3,500

20年 21年 22年 23年 24年 25年

国 沖縄県 市町村 その他

（億円）

（出所）西日本建設業保証
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26年9月期中間決算の概況
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■決算の概要（単体）

２期連続の増収増益（中間純利益ベース）

151＋4155業務粗利益

189＋2191経常収益

25年9月期26年9月期

20＋424中間純利益

9＋615法人税等合計

29＋1140経常利益

10▲73ネット与信コスト

40＋343実質業務純益

1110111経費

増 減 額

（単位：億円）

＊実質業務純益＝業務粗利益-経費
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■決算の概要（連結）

▲0＋55特別損益

101少数株主利益

11＋718法人税等合計

うち営業経費

うちその他業務費用

うち役務取引等費用

うち資金調達費用

163＋58221連結経常費用

11011

17017

0＋6363

115＋4119

うちその他業務収益

うち役務取引等収益

うち資金運用収益 148＋2150

35＋338

3＋7073

195＋75270連結経常収益

25年9月期26年9月期

18＋1634連結中間純利益

31＋1849連結経常利益

増 減 額

（単位：億円）

単体の要因のほか、琉球リースの連結子会社化等により増収・増益

＊（備考）26年9月期の特別損益は、琉球リース子会社化に伴う負ののれん発生益10億円（特別利益）および段階取得に係る差損5億円（特別損失）が主な内訳です。

(＊)
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■中間純利益の単体・連結差異要因

中間純利益の単体・連結差異要因

2,455

3,474

759

1,074

-114

-514

-184

26年9月期
単体中間純利益

26年9月期
連結中間純利益

（百万円）

子
会
社
利
益
計

負
の
の
れ
ん
発
生
益

段
階
取
得
に
係
る
差
損

少
数
株
主
利
益

そ
の
他
内
部
取
引
消
去
等

琉球リースの連結子会社化を主因に連単倍率は1.4倍
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■中間純利益の増減要因（単体）

中間純利益の推移
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（億円）

中間純利益前年同期比増減要因

2,455

680

2,025

332

46

-20

-608

26年9月期
中間純利益

25年9月期
中間純利益

（百万円）

法
人
税
等
合
計
の
増
加

実
質
業
務
純
益
の
増
加

株
式
関
係
損
益
の
改
善

ネ
ッ
ト
与
信
コ
ス
ト
の
減
少

そ
の
他

＊実質業務純益＝業務粗利益-経費

実質業務純益の増加、与信コストの減少を主因に中間純利益は2期連続の増加
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実質業務純益の推移
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■実質業務純益の増減要因（単体）

役務利益、有価証券利息配当金の増加を主因に実質業務純益は3期連続の増加
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■貸出金(単体）

貸出金残高（末残）の推移

5,885 6,111 6,270 6,491 6,704

1,072
1,097 1,030

1,211 1,013

5,187

5,268

5,403
5,555 5,723

5,665

5,5975,318

5,213
5,207

5,660 5,404 5,423 5,305 5,297

1,247 1,189 1,279 1,096 1,145

12,171 12,416 12,619

13,300 13,384

12,16612,095
11,862

12,106 11,958

3.7%

6.1%

7.1%

2.1%

1.8%

0.1%

0.8% 0.5%

-0.5%

2.2%
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8,000

10,000

12,000
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（億円）

-2.0%
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2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

個人 法人 地公体その他 伸び率（前年同期比 右目盛）

個人、法人向けともに好調に推移し、高い伸び率を維持
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■事業性貸出金(単体）

事業性貸出金（末残）の推移

2,460 2,546 2,560 2,659 2,805 2,987 3,102 3,207 3,311

1,141 1,117 1,089

1,058 1,059 993766 676 693 676 625 600 604 572 598 576534 546 520 504 538 532 496 533 618 653698 667 677 654 650 538 502 510
525 472

1,761 1,606 1,640 1,581 1,539 1,514 1,445
1,518 1,646
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2,495

1,0421,078 1,014 1,022

1,432
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7,0037,0537,0537,1657,107
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-0.8%
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0.0%
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-5.0%
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-1.0%

1.0%

3.0%

5.0%

7.0%

9.0%不動産・物品賃貸業 卸・小売業
建設業 医療・福祉
製造業 その他
伸び率（前年同期比　右目盛）

＊個人事業性貸出の取扱いが異なることからＰ25貸出金の「法人」とは一致しない

アパート建築資金等の不動産業向けや医療・福祉向けを中心に増加
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■消費者ローン（単体）

消費者ローン（末残）の推移

3,106 3,160 3,236 3,357 3,471 3,589
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6.2%

6.7%

4.9%
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住宅ローン伸び率（前年同期比　右目盛） その他ローン伸び率（前年同期比　右目盛）

＊個人事業性貸出が含まれないことからＰ25貸出金の「個人」とは一致しない

自動審査システムの導入によりその他ローンが好調に推移
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■預金（単体）

預金残高（末残）の推移

11,996 12,237 12,262 12,435

4,448 4,688 4,682 4,946 4,9151,262
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個人預金の増加等により、預金残高は1兆9千億円台へ
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■利回りの推移（単体）

利回りの推移

2.57%
2.52% 2.51% 2.50%

2.40% 2.42%
2.32%

2.27%
2.16% 2.11%

2.03%

0.26% 0.27% 0.27% 0.28% 0.28% 0.24%
0.16%

0.12% 0.11% 0.10% 0.09%

1.00%
0.88%

0.81%
0.69% 0.65%

0.55% 0.52% 0.49%

0.66%

0.50%
0.58%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

21/上期 21/下期 22/上期 22/下期 23/上期 23/下期 24/上期 24/下期 25/上期 25/下期 26/上期

貸出金利回り 貸出金利回り（全国地銀） 預金利回り 有価証券利回り

貸出金利回りの低下が続く

1.47％
（平成25年度通期）

＊「全国地銀」値は、当行にて年度の値を線形補間し作成
＊ 外貨実質ベース
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■預かり資産（単体）

預り資産残高の推移
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15.0%

国債 投資信託 一時払保険 伸び率（前年同期比　右目盛）

＊一時払保険：一時払個人年金保険、一時払終身保険、一時払医療保険の契約額

保険、投信が好調に推移し、預かり資産残高は増加
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■有価証券（単体）

有価証券残高（末残）の推移
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国債 社債(公社公団債等） 地方債 その他（外債等） 円貨債券デュレーション（年 右目盛）

外債を中心に残高を積み増し
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■与信コスト（単体）

ネット与信コストの推移

-2

-2

-3 -5

-1
0

2

-15 -8

2 51

5
4

2

7

1

35

0

1

1

-3

3

10

3

-3

-10

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

22年9月期 23年9月期 24年9月期 25年9月期 26年9月期

（億円）

一般貸倒引当金繰入額 個別貸倒引当金繰入額 貸出金償却額

その他処理額 償却債権取立益 合計

不良債権処理額は減少

1
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■開示債権（単体）

開示債権の推移

17 16
46 39 25 25

102 105
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105 110
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開示債権比率は低水準で推移
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■経費（単体）

経費の推移

48 51 51 51 50

54 50 51 53 54

5 5 5 5 6
109 107 108 111 111
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20

40
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80

100
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140

22年9月期 23年9月期 24年9月期 25年9月期 26年9月期

（億円）

人件費 物件費 税金

経費はほぼ横ばい
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■自己資本比率

自己資本比率の推移

968

908 906 923

1,069 1,087

10.49%
9.92% 9.82% 9.67%9.68%

10.50%
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自己資本額 自己資本比率（右目盛）

リスクアセットの増加により自己資本比率は低下

＊平成26年3月末より新基準（バーゼルⅢ国内基準）にて算出しております。

リスクアセットの推移

11,235

9,228 9,149
9,221

9,535

10,177

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

22年3月末 23年3月末 24年3月末 25年3月末 26年3月末 26年9月末

（億円）
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■27年3月期業績の見通し（単体）

379▲14365経常収益

26年3月期27年3月期

34▲133当期純利益

経常利益 63▲1053

実績増減額予想

（単位：億円）

当初予想より修正なし
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■27年3月期業績の見通し（連結）

74▲767連結経常利益

399+123522連結経常収益

26年3月期27年3月期

連結当期純利益 49▲ 346

実績増減額予想

（単位：億円）

当初予想より修正なし
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中期経営計画「Break Through 2012」の進捗状況
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■中期経営計画における平成26年度の位置づけ

26年度

中期経営計画「Break Through 2012」
～お客様から選ばれる銀行を目指して～

次期
中計へ

24年度 25年度

種まき 芽吹き

27年度～

開花

Ⅰ営業態勢の革新

Ⅱ専門性の高い
人材の育成・採用

Ⅰ地域経済の発展
に貢献

Ⅱリテール営業力、
フィービジネスの
強化

現状と課題

 高いポテンシャルを持つ
沖縄県経済

 トップライン収益の逓減

 ITイノベーション3本の矢

 融資推進3グループ、預かり
資産推進チームの設置 ONE to ONE マーケティング

お客様一人一人の
ニーズにあった
サービスの提供

選ばれる銀行の実現

解
決

新
た
な
成
長
ス
テ
ー
ジ

 新店舗の開設

 営業店事務の合理化

 りゅうぎん金融大学校の
充実

 医療・介護向け、太陽光
発電設備向け等事業性
融資の拡大

 円滑化法終了後の態勢構築

 Tポイントサービスの導入

 ローンセンターでの保険
取扱い

基
本
戦
略

成
長
戦
略
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■基本戦略Ⅰ（営業態勢の革新）

業務の効率化・
スピード化を実現

 電子メール利便性の向上

 システム全体の統合検索

 起案書や報告書ワークフローの
電子化

 顧客情報照会や世帯管理カードの
電子化

 案件進捗管理や活動実績の一元化

 預かり資産販売の効率化

 当行⇔りゅうぎん保証の個人ローン
に係るワークフローの電子化

 融資案件調査・審査の効率化・
スピード化

 規程・通達の見直し

 役席業務の効率化

 規程・通達の見直し

 会議改革

 ペーパーレス化の推進

 FAQの整備

コミュニケーション
ツール

（イントラネット）

受信事務改革

本部業務改革 ろんなび
（自動審査システム）

Bank Neo
（営業支援システム）

融資業務改革
ワークスタイルの

変革

ITイノベーション3本の矢と業務改革によりワークスタイルの変革を実現

H26年4月稼動

H26年6月稼動

H25年10月稼動

iPad600台を導入し行内システムと連携！

H24年10月～80案件実施済み

ほぼ全ての定例会議をペーパレス化

決裁期間の短縮
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■基本戦略Ⅱ（専門性の高い人材の育成）

専門資格者数の推移

33 38
45
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18
19

19
19

3

26

2

25

25

21

2

1

1

3
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40

60

80

100

120

140

24年3月末 25年3月末 26年3月末 26年9月末

（人）

農業経営アドバイザー・農業簿記検定

動産評価アドバイザー

医療経営士2級

医療経営士3級

中小企業診断士

FP1級

戦略分野における専門性の高い人材が着実に増加

2・3級の資格取得者は28名と全国の
地方銀行で3位の実績

医療機関向けにタイムリーな
アドバイスを実践

医療経営士

アドバイザー2名、簿記検定合格者1名
が誕生

農業経営への的確なアドバイスを
実践

農業経営アドバイザー・農業簿記検定
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■成長戦略Ⅰ（地域経済の発展に貢献）

医療・福祉推進
グループ

アパートローン、保証協会
付き融資等の推進・支援

医療・福祉関連融資の
推進・支援

新規開拓活動、案件の
組成支援

融資推進グループ

ローンサポート
グループ

事業性融資推進サポート態勢

2 ,707

3 ,001
2 ,903

2 ,445

653618496538

7 .1%

3 .5%

22 .5%

7 .2%

10 .7%

5 .2%

24 .6%

-7 .8%
0

500

1 ,000

1 ,500

2 ,000

2 ,500

3 ,000

3 ,500

24年3月末 25年3月末 26年3月末 26年9月末

（億円）

-8 .0%

-3 .0 %

2 .0 %

7 .0 %

12 .0 %

17 .0 %

22 .0 %

27 .0 %

不動産業向け融資残高

医療・福祉向け融資残高

不動産業向け融資伸び率（対前年同期比　右目盛）

医療・福祉向け融資伸び率（対前年同期比　右目盛）

サポート態勢の効果

融資推進サポート態勢の強化により事業性融資は拡大
事業性融資前年比業種別寄与度

1.6%

4.7%

3.1% 2.9%

-0.3%

0.5%

-0.9%

-1.0%

-0.3%

0.3%

-0.6%

1.7%

1.7%

-0.4%
-2.1%

-1.4%

-1.3%

-0.7%

0.1%

-0.1%

0.3%

-0.5%

1.0%

3.0%

-1.6%

0.0%

6.2%

6.7%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

24年3月末 25年3月末 26年3月末 26年9月末

不動産・物品賃貸業 卸・小売業

建設業 医療・福祉

製造業 その他

計

（％、ポイント）
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■成長戦略Ⅱ（リテール営業力、フィービジネスの強化）

ろんなび導入

住宅ローン（末残）の推移

3,982
3,471

3,9073,704

4.9%
5.5%

6.7%7.3%

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000
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7.0%
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9.0%
10.0%

残高 伸び率（前年同期比　右目盛）

消費者ローン（末残）の推移

641
603

590 662

8.2%

6.3%

2.2%

0.7%
0

100
200

300
400
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1,000
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（億円）
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4.0%

5.0%

6.0%
7.0%

8.0%
9.0%

10.0%
残高 伸び率（前年同期比　右目盛）

自動審査システム導入により承認率向上と
スピード化を実現

自動審査システムの導入や効果的な新商品の投入により個人ローンは拡大
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■成長戦略Ⅱ（リテール営業力、フィービジネスの強化）

預かり資産推進チームの設置等により、保険・投信販売が好調に推移

投資信託の残高推移

668 654

615

620

-11 .6%

3 .0%

-7 .9%

7 .7%
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残高 伸び率（前年同期比　右目盛）

一時払い保険の残高推移
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残高 伸び率（前年同期比　右目盛）

店頭での預かり資産の販売

45
111

146

404

8.3%

3.8%
3.1%

2.0%

0
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9 .0%
窓口での成約件数 全体に占める窓口での成約の割合（右目盛）

個人ローン北谷ローンセンター

個人ローン那覇ローンセンター

中部ローンセンター＋（プラス）

北部ローンセンター＋（プラス）

牧港ローンセンター＋（プラス）

真嘉比ローンセンター＋（プラス）
個人ローン

生命保険

南部ローンセンター＋（プラス）

取扱業務センター名

個人ローンを取り扱うローンセンターでお客様
の生命保険契約の内容分析や見直し提案を実施

ローンセンターのプラス化



3636

本資料に係るお問い合わせ先

株式会社 琉球銀行 総合企画部

Tel ：098-860-3787
Fax ：098-862-3672
e-mail ：ryugin@ryugin.co.jp

本資料は、お断りのない限り単体ベースのデータとなっています。

本資料は、公表データの作成要領に基づき、項目ごとに単位未満切捨てで表示しているため、項目ご
との値と合計とが合わない場合があります。また、前期比や、増減率等の比率は原数値により算出し
た値を四捨五入で表示しております。

本資料には、当行に関する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する情報（将来情報）が含まれて
います。これら将来情報は、あくまで平成26年11月13日現在において入手可能な情報に基づいて判断
されたものであり、将来の業績等を保証するものではありません。また、将来情報の記述には一定の
前提・仮定を使用しておりますが、かかる前提・仮定は客観的には不正確であったり、将来実現しな
い可能性があります。その原因となるリスクや不確実性には様々なものが含まれますが、その詳細に
ついては当行の決算短信や有価証券報告書等をご参照ください。なお、当行は本資料に含まれる将来
情報の更新はいたしません。

■本資料について


